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東
教
育
財
団
の
令
和
五
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
は
、
三
月
九
日
開

催
の
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、
同
日
引

き
続
き
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

    

   

  

     

一 

助
成
事
業 

a  ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展 

に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独
自
性

や
特
性
を
持
つ
事
業 

   

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の

充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事

業  ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

       

  

 

    

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
や
生
涯
学
習
団
体 

③  

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行 

う
団
体 

  ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

幼
稚
園 

一
園
に
つ
き
二
〇
万
円
限
度 

小
学
校 

一
校
に
つ
き
三
〇
万
円
限
度 

中
学
校 

一
校
に
つ
き
四
〇
万
円
限
度 

  

五
年
度
に
校
園
周
年
記
念
特
別
事
業

を
実
施
す
る
幼
稚
園
・
学
校
及
び
外
国
語

対
応
教
育
環
境
充
実
事
業
を
実
施
す
る

幼
稚
園
・
学
校
に
は
、
加
算
し
て
助
成
す

る
。 

② 

社
会
教
育
事
業
助
成 

 

一
団
体
一
事
業 

一
〇
団
体
ま
で 

一
事
業
二
五
～
四
〇
万
円
の
範
囲
内 

③ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

一
団
体
一
事
業 

八
団
体
ま
で 

一
事
業
一
〇
万
円
限
度 

④ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

二
〇
事
業
程
度 

一
事
業
一
五
万
円
限
度 

⑤ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

一
地
域
四
〇
万
円
限
度 

 

 
 

 

角 

  
  

 
       

（
理
事
会
会
議
風
景
） 

 

助
成
対
象
団
体 
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令
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
審
議
す
る
理
事
会
・
評
議
員
会
は
、

所
要
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
措
置
を
講
じ
た
う
え
で
三
月
九
日
に
開

催
し
ま
し
た
。 

本
理
事
会
・
評
議
員
会
で
は
、
東
教
育
財
団
が
令
和
七
年
三
月
に
設
立
一
〇
〇

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
五
年
度
か
ら
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
も
決
議
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か
ら
三
年
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
政
府
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
を
五
月
八
日
か
ら
「
五
類
」
に
引
き

下
げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
収
束
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

助 

成 

基 

準 

令
和
五
年
度
事
業
計
画 

理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た 



 
                

① 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積

立
金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

令
和
元
年
度
の
各
幼
稚
園
・
学
校
へ
の

実
施
時
期
調
査
に
基
づ
き
修
正
し
た
計

画
に
よ
り
五
年
度
に
校
園
周
年
記
念
特

別
事
業
を
実
施
す
る
四
校
園
分 

一
、
二

五
〇
、
〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
す
。 

② 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成
積

立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

  

       

 

令
和
三
年
度
の
各
幼
稚
園
・
学
校
へ

の
調
査
等
に
基
づ
き
修
正
し
た
計
画
に

よ
り
五
年
度
助
成
に
加
算
す
る
分
一
一

〇
、
〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
す
。 

③ 

財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

積
立
資
金
（
令
和
四
年
度
設
定
） 

 

祝
賀
行
事
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
積
み
立
て
ま
す
。 

三  

広

報

啓

発

事

業 

①
「
東
教
育
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
年
四
回
発
行
し

ま
す
。 

②
「
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の
情
報 

開
示 

 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
財

団
の
事
業
及
び
財
務
に
つ
い
て
情
報
開

示
を
行
い
ま
す
。 

 

① 

東
教
育
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記

念
事
業
の
準
備 

記
念
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
事
業

の
概
要
・
予
算
等
を
協
議
・
決
定
し
、

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。 

 

 
 

 

    

 

  

                   

     

             
 

        
 

 

 

 

収
入
（
経
常
収
益
）
は
、
基
本
財
産

運
用
益
の
増
に
よ
り
前
年
度
比
七
五
、

〇
〇
〇
円
の
増
の
三
二
、
二
九
五
、
〇

〇
〇
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

費
用
（
経
常
費
用
）
は
、
給
料
手
当

等
人
件
費
の
増
が
あ
っ
た
も
の
の
、
外

国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
事
業
を
実
施

す
る
幼
稚
園
・
学
校
の
減
等
に
よ
り
学

校
教
育
助
成
金
が
減
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
二
八
、
〇
〇
〇

円
の
減
の
三
二
、
一
八
七
、
〇
〇
〇
円

を
計
上
し
ま
し
た
。 

◎ 

収  

入
（
経
常
収
益
）
計 

三
二
、
二
九
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比    

七
五
、
〇
〇
〇
円
の
増
） 

◎ 

費 

用
（
経
常
費
用
）
計 

三
二
、
一
八
七
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比    

二
八
、
〇
〇
〇
円
の
減
） 

（
内 

訳
） 

【
事
業
費
計
】 

二
四
、
八
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

【
管
理
費
計
】 七

、
三
三
七
、
〇
〇
〇
円 

 

 

   
 

◎  

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

一
〇
八
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

※ 

収
支
相
償
に
つ
い
て 

収
支
相
償
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、

特
定
費
用
準
備
資
金
取
崩
額
は
「
収

入
」、
同
資
金
へ
の
積
立
額
は
「
費
用
」

と
さ
れ
る
の
で
、
当
期
経
常
増
減
額 

一
〇
八
、
〇
〇
〇
円
に
校
園
周
年
記
念

特
別
事
業
助
成
積
立
金
取
崩
額
一
、
二

五
〇
、
〇
〇
〇
円
及
び
外
国
語
対
応
教

育
環
境
充
実
助
成
積
立
金
取
崩
額
一

一
〇
、
〇
〇
〇
円
を
加
え
、
財
団
設
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
積
立
資
金
積

立
額
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
差
し
引
く

と
、
予
算
上
の
収
支
相
償
額
は
、
一
、

三
六
八
、
〇
〇
〇
円
の
黒
字
と
な
る
。

し
か
し
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
に
お

い
て
、
東
教
育
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
の
概
要
・
予
算
等
を
協
議
・

決
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
費

用
に
充
て
る
た
め
、
新
た
な
特
定
費
用

準
備
資
金
の
保
有
等
を
行
い
、
資
金
を

積
み
立
て
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
黒
字

は
解
消
さ
れ
、
収
支
相
償
と
な
る
見
込

み
で
す
。 

                       

 

 

令
和
五
年
度
収
支
予
算 

四

そ

の

他 

積
立
金
事
業 

二 

特
定
費
用
準
備
資
金 

令
和
五
年
度
収
支
予
算 

（２） 

（
評
議
員
会
会
議
風
景
） 



（
米
国
総
領
事
館
ビ
ル
） 

  
 

（３）  
 
 

    

領
事
館
は
、
外
国
に
駐
在
し
て
自
国
の

通
商
の
促
進
や
自
国
民
の
保
護
に
あ
た

る
領
事
が
そ
の
職
務
を
行
う
役
所
で
あ

り
、
大
使
館
が
通
常
そ
の
国
の
首
都
に
置

か
れ
る
の
に
対
し
、
首
都
と
は
別
の
主
要

都
市(

例
え
ば
日
本
な
ら
大
阪)

に
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

大
使
館
と
領
事
館
は
、
ど
ち
ら
も
自
国

民
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
置
か
れ
る
役

所
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
な
目
的

で
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
相
手
国
の
政
府

と
交
渉
を
行
う
の
が
大
使
館
、
行
わ
な
い

の
が
領
事
館
で
あ
る
。
相
手
国
と
い
つ
で

も
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
、
大
使
館
は
原

則
相
手
国
の
首
都
に
置
か
れ
る
が
、
領
事

館
は
大
使
館
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た

め
に
、
首
都
以
外
の
都
市
に
置
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。 

外
務
省
公
式
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
「
駐
日
外
国
公
館
リ
ス
ト
」
に
よ
る

と
、
令
和
四
年
二
月
現
在
、
日
本
に
は
一

五
七
の
外
国
大
使
館
が
あ
る
が
、
そ
の
全

て
が
東
京
に
置
か
れ
て
い
る
。 

       

  

  

領
事
館
は
、
か
つ
て
日
本
が
江
戸
と
京

都
の
事
実
上
の
複
都
制
を
採
っ
て
い
た

時
代
か
ら
国
交
の
あ
っ
た
ア
ジ
ア
や
欧

州
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
で
は
、
主
と

し
て
大
阪
な
ど
京
阪
神
地
域
に
置
か
れ

て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
管
轄

地
域
は
主
に
近
畿
地
方
～
西
日
本
全
域

と
な
る
。
一
方
で
中
南
米
で
は
東
京
に
置

く
場
合
が
多
い
ほ
か
、
日
系
人
の
出
稼
ぎ

労
働
者
が
多
い
中
京
工
業
地
帯
に
位
置

す
る
名
古
屋
市
や
浜
松
市
と
い
っ
た
東

海
地
方
に
領
事
館
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
領
事
館
は
都
心

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
中
華

人
民
共
和
国
・
大
韓
民
国
・
ロ
シ
ア
連

邦
・
ベ
ト
ナ
ム
の
在
阪
領
事
館
は
ビ
ル
一

つ
を
占
有
し
て
い
る
。 

先
の
「
駐
日
外
国
公
館
リ
ス
ト
」
か
ら

在
阪
領
事
館
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
な

お
、
領
事
館
は
館
長
の
階
級
に
よ
る
区
分

が
あ
り
、
総
領
事
が
館
長
で
あ
る
も
の
を

総
領
事
館
、
領
事
が
館
長
で
あ
る
も
の
を

領
事
館
と
呼
称
す
る
。 

ア  

ジ  

ア 

在
大
阪
・
神
戸
イ
ン
ド
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
一―

九 

―

二
六 

船
場
Ⅰ
Ｓ
ビ
ル
一
〇
階 

在
大
阪
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
総
領
事
館 

大
阪
市
北
区
中
之
島
六―

二―

四
〇 

中
之
島
イ
ン
テ
ス
ビ
ル
二
二
階 

 

  

在
大
阪
大
韓
民
国
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
西
心
斎
橋
二―

三―

四 

(

名
古
屋
・
横
浜
・
札
幌
・
仙
台
・
福
岡
・

新
潟
・
広
島
・
神
戸
に
も 

計
九
ケ
所) 

在
大
阪
タ
イ
王
国
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
一―

九―
 

一
六 

バ
ン
コ
ク
銀
行
ビ
ル
四
階 

（
福
岡
に
も 

計
二
ケ
所
） 

在
大
阪
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館 

大
阪
市
西
区
靭
本
町
三―

九―

二 

（
名
古
屋
・
新
潟
・
札
幌
・
福
岡
・
長

崎
に
も 

計
六
ケ
所
） 

在
大
阪
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
城
見
二―

一―

六
一 

Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
二
一 

Ⅿ
Ｉ
Ｄ
タ
ワ
ー
二
四
階 

（
名
古
屋
に
も 

計
二
ケ
所
） 

在
大
阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事
館 

堺
市
堺
区
市
之
町
東
四―

二―

一
五 

（
福
岡
に
も 

計
二
ケ
所
） 

在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル
国
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
博
労
町
一―

四―

一
〇 

博
労
町
エ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
三
階 

欧 

州 

在
大
阪
イ
タ
リ
ア
総
領
事
館 

大
阪
市
北
区
中
之
島
二―

三―

一
八 

中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ―

一
七
階 

在
大
阪
英
国
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
博
労
町
三―

五―

一 
御
堂
筋
グ
ラ
ン
タ
ワ
ー
一
九
階 

在
大
阪
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
北
浜
一―

一―

一
四 

北
浜
一
丁
目
平
和
ビ
ル
八
階 

   

 

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

在
大
阪
ス
イ
ス
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
北
浜
一―

一
ー

三
〇 

リ
バ
ー
ビ
ュ
ー
北
浜
ビ
ル
六
階 

在
大
阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
総
領
事
館 

大
阪
市
北
区
大
淀
中
一―

一―

八
八 

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
・
タ
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
三
五
階 

在
大
阪
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館 

豊
中
市
西
緑
丘
一―

二―

二 

（
札
幌
・
新
潟
に
も 

計
三
ケ
所
） 

北
ア
メ
リ
カ 

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
館 

大
阪
市
北
区
西
天
満
二―

一
一
ー

五 

（
名
古
屋
・
沖
縄
・
札
幌
・
福
岡
に
も 

 

計
五
ケ
所
） 

オ
セ
ア
ニ
ア 

在
大
阪
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
領
事
館 

大
阪
市
中
央
区
城
見
二―

一―

六
一 

Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
二
一 

Ⅿ
Ｉ
Ｄ
タ
ワ
ー
一
六
階 

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
入
ら
ず
、
ビ
ル
一

つ
を
占
有
し
て
い
る
領
事
館
を
訪
ね
て

み
た
。 

在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
館 

     

  

 
ー 

 

ー 

大
阪
の
街
を
行
く 



                             

  （４） 

 

慶
応
三(

一
八
六
七)

年
に
在
神
戸
米

国
領
事
館
と
し
て
神
戸
に
開
設
。
昭
和
一

六(
一
九
四
一)

年
に
太
平
洋
戦
争
で
日

米
が
戦
争
状
態
に
な
り
閉
鎖
。
昭
和
二
八

(

一
九
五
三)

年
に
日
本
が
国
際
社
会
に

復
帰
し
再
開
。
昭
和
三
六(

一
九
六
一)

年
に
在
神
戸
米
国
総
領
事
館
に
昇
格
。
昭

和
六
二(

一
九
八
七)
年
に
大
阪
に
移
転

し
、
在
大
阪
・
神
戸
米
国
総
領
事
館
と
し

て
運
営
。 

  

か
つ
て
神
戸
市
に
設
置
さ
れ
て
い
た

た
め
、
総
領
事
館
の
名
称
に
神
戸
が
併
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

在
大
阪
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館 

          

           

   
(

大
阪
中
華
北
幇
公
所
ビ
ル) 

昭
和
五
一(

一
九
七
六)

年
三
月
、
中
華

人
民
共
和
国
か
ら
の
派
遣
で
は
初
と
な 

   

 

  

 

   

 る
駐
日
総
領
事
館
と
し
て
大
阪
市
に
開

設
さ
れ
た
。 

総
領
事
館
に
は
一
般
社
団
法
人
大
阪

中
華
北
幇
公
所
が
入
居
し
て
お
り
、
建

物
に
「
大
阪
中
華
北
幇
公
所
大
厦
」
と

刻
字
さ
れ
て
い
る
。 

在
大
阪
大
韓
民
国
総
領
事
館 

昭
和
二
四(

一
九
四
九)

年
に
駐
日
本

韓
国
代
表
部
大
阪
事
務
所
が
発
足
。
昭

和
四
一(

一
九
六
六)

年
に
総
領
事
館
に

昇
格
。
昭
和
四
九(

一
九
七
四)

年
、
庁

舎
を
御
堂
筋
（
当
時
・
大
阪
市
南
区
三

ツ
寺
町
一
二(

合
区
後
・
大
阪
市
中
央
区

西
心
斎
橋
二―

三―

四
に
変
更)

）
に
移

転
。 

       

平
成
三
〇(

二
〇
一
八)

年
五
月
、
庁

舎
の
建
替
え
に
伴
い
仮
庁
舎
の
五
味
ビ

ル
（
中
央
区
久
太
郎
町
二―

五―

一
三
）

に
移
転
し
て
い
た
が
、
令
和
四
（
二
〇

二
二
）
年
に
新
庁
舎
が
竣
工
。 

     

   

 

        
 

 

在
大
阪
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館 

          

 

昭
和
四
五(

一
九
七
〇)

年
、
在
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
日
本
国
総
領
事
館
と
在
大

阪
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
総
領
事
館
を
相
互
に

設
置
す
る
こ
と
が
日
ソ
間
で
合
意
さ

れ
、
昭
和
五
一(

一
九
七
六)

年
、
当
時

は
名
実
と
も
に
国
際
空
港
で
あ
っ
た
伊

丹
空
港
の
あ
る
豊
中
市
に
総
領
事
館
が

開
設
さ
れ
た
。 

   

           

 

   

 
平
成
三(

一
九
九
一)

年
、
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
が
崩
壊
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
が
成
立
し
た

こ
と
に
伴
い
、
在
大
阪
ロ
シ
ア
連
邦
総
領

事
館
と
し
て
運
営
。 

在
大
阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事
館 

平
成
九(

一
九
九
七)

年
に
大
阪
市
に

初
め
て
開
設
さ
れ
た
。
所
在
地
は
「
中
央

区
博
労
町
一―

四―

一
〇 

博
労
町
エ
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
一
〇
階
」
で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
に
入
っ
て
い
た
。 

平
成
二
一(

二
〇
〇
九)

年
に
堺
市
の

平
安
閣
跡
地
に
移
転
し
、
ビ
ル
を
占
有
し

た
。 

        

な
お
、
近
畿
地
方
で
大
阪
以
外
の
都
市

に
総
領
事
館
を
設
置
し
て
い
る
国
は
、
フ

ラ
ン
ス(

京
都)

と
パ
ナ
マ
共
和
国(

神

戸)

だ
け
で
あ
る
。 

（
槇 

野 

勝
・
記
） 

  

（
新
庁
舎
） 

（
旧
庁
舎
） 


